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 磁気圏プラズマでは、2流体効果、高エネルギー粒子効果、および断熱不変量によ

るトポロジー的制約の効果によって引き起こされる様々な興味深い現象(内向き拡散

など)が知られている。高速トロイダル流の自発的な生成の様子を観測することで，

これらの効果を調べる手がかりが得られると考えられており，磁気圏型プラズマ実験

装置RT-1の赤道面上のイオン流の測定によって、電子とイオンが自己組織化状態に緩

和するときに内部電場が生成することが明らかになった[1]．	
 	
 

	
 トロイダルフローと内部電場の形成を空間的にも時間的にもより詳細に理解する

ために，ヘリウムイオンの温度とトロイダル流速の2次元計測をコヒーレンス・イメ

ージングシステム[2]を用いて行った．コヒーレンス・イメージング法は，複屈折性の

結晶を用いることでドップラーシフトとドップラーブロードニングの2次元分布を高

スループットで得ることができる干渉を用いた分光計測法である．本講演では，コヒ

ーレンス・イメージングシステムのセットアップと放電開始から平衡状態へ向かう時

間発展を2次元計測(下図)することで得られる結果について述べる．	
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図. RT-1 におけるコヒーレンス・イメージング法によるヘリウムイオンの発光量(左)とイオン
温度の 2次元分布 


